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日本政 1Ji学会々則
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役員会の推:九するもの)。

~% 7 ~長 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)， 職業を記入した入会申込;;3を
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める名誉会長を含む)。

~ 9 条 本会には次の役員を泣く。
会長 1名。 吟づ;61名。 J議員若干名。
役員の任期は2ヶ年とし重任することが出来る。但し， j五議員は引絞き 3期選出さ
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役員選出の鋭定は別に定める。m-LQIJι，';1条~ぷ4条)
本会に名誉会長をi説くことが出来る。

~.~ 10条 会長は会を代表し，会務の合体を統べる。幹事は会長の芯を受けて日常の
会務をわう。

t:'i 11条 評議員は評議員会を約成し，会の妥みに|到し会長のi宙開にあずかる。許議
員会は会長が招集し， また文書をもって，これに代えることが出米る。

第12条 本会は定期刊行it9i涙雰uを年3回刊行し，会員に無料でなi布する。
(肝tUIJ) 

tf.~ 1条 会長l立区内在住の全会員の投~~~こより ， 会員の互選で定める(その際交議
員会は参，jのため若干名の侠，iH者をJ佑しすることが出来る)。車宇'知立会長が会員中よ
りこれを指名委仇する。

う'%2条 評議員の選出はJ<の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が50
名を越える地区では50;t，までこ之に 1名を加える。
2. 総会に於いて会長が会員中より苛干名を打E:t.'l，する。但し，その数は金言F議員
の113を越える ことは出来なャ、。

地区割は次の7地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(箭潟，長野，山梨を含む)。中部地区 (三f立を含む)。
近畿地区。中凶 ・凶蔭地区。九州地区(iIT殺を含む)。

第 3条 会長及び洋事は予議員を3在任することは出来なu、。
第 4条 会長およ び地区選出の守;議はに欠員を生じた場合は，前任者の残余期間次
点者[をもって充当する。

第 5条 本会貝IJは昭和411joS月16日より施行する。



ムカデノ リの四分胞子発生について *

村上姐代料 ・猪野俊平**・大森長朗料

M. MURAKAMI， S. INOH and T. OHMORI On the tetraspore-
development in Gratelouρia filicina AG. 

真正紅藻類ムカデノ リ科の胞子発生に関する研究は，HaZymen必dt.choto-

ma (KILLlAN， 1914). H. agardhiz. (猪野，1947)・GrateZoゆz.afiZicina 

(CHEMIN， 1937;猪野，1947)・G.dichotonta (CHEMIN， 1937)・G.turu-

turu (猪野，1947;飯， 1958)・G.eW・ρtica(猪野，1947)・HaZymeniopsi・s

dilatata (猪野，1947)・CarpopeZhsfZabeZlata (猪野，1947)・Aeodeslanceo・
lata (猪野，1947)および Pri・ondi・sρatens(林田， 1965)について行なわ

れてU情。 CHEMJN(1937)と猪野 (1947)は Grateloψz.afz.licinaムカデ

ノリの胞子発生を観察し，これが間接盤状型の発生様式を示すと述べている。

中でも猪野は，時々，間接糸状型類似の発生型を示すことがあると報告してい

るが，今回の実験では量産状体形成の前段階で糸状体形成が多 く見られた。また

KILLlAN (1914)は Halymeniadichotomaについて四分胞子が先ず糸状細

胞に伸長し， 分校してのち盤状のものになる発生を行なうと述べており ，簸

(1958)は Grateloutiaturuturuで糸状体の先端に盤状座を形成する発生体

を観察している。ここに著者らの実験結果を報告する。

材料と方法

Grateloutz"a fziz"cina AG.ムカデノリの四分胞子の発芽およ び発生体の

培養実験は次のようにして行なった。まず材料は1966年6月2日と 6月18日の
わき

2回にわたり瀬戸内海の羽佐島で採集した後，直ちに渋川実験所に持ち帰り，

附着している動継物を取り除くため時過海水でよく洗った。 シャ ーレ (口径15

cm，深さ 7cm)に憾過海水を満たし，その器底にスライ ドグラスを敷き，容器

ホ文部省科学研究費，課題番号407160岡山大学理学部生物学教室植物形態学研究業績
No. 106 
玉野臨海実験所業績 No.155 
**岡山大学理学部生物学教室
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62 藻類第15巻第2号昭和42年8月

に藻体を浮かべ放置した〈室温19-220C)O 35時間ぐらい経過すると胞子は葉

体より放出され器底のスライドグラスに附着するから，随時このスライドグラ

スを引き出し検鏡した。培養液として最初却日間位は櫨過海水を用いたが，そ

れを過ぎると MIQUEL氏培養液を用いた。前者は4-5日毎に海水突換を行

なうが，後者は 1週間単位で培養液を交換した。

なお，培養後4日程して，スライドグラスに胞子発芽体が固着した後は，

理学部生物学教室の実験室に持ち帰り培養を続け，温度は150C前後に調節し
た。

観 察

本種の四分胞子は直径約16.μ 〈最大却μ，最小8μ〉の球形細胞で中央に 1

個の後がある。色素体は中央に多〈集まり黄禍色を示すが，胞子の周辺部では

色素体は散在して淡黄色となる (Fig.1. 1)。放出後12時間ぐらい経過すると

胞子細胞の一部がふくれ始め (Fig.1.2)，次第に突出し発芽管が形成され

る。それとともにこの発芽管の中に胞子の内容物が移される (Fig.1. 3，心。

胞子細胞が空になると (Fig.1. 5)， 隔膜で仕切られ，新しく発生の基本とな

る細胞を形成する (Fig.1. 6)。 この時，発芽管が特に長〈伸びて基本細胞が

発芽管の末端部に形成されることもある (Fig.1. 7)0 2 -3日たつと基本細

胞は分割が進み， 2細胞 (Fig.1. 8)・4細胞となる。 4細胞期の割れ方には

三角錐状 CFig.1. 9)・十字状 CFig.1. 10)・環状 CFig.1. 11)と3通りが

みられるが，十字状が最も多〈観察された。基本細胞が 4細胞またはそれ以

上の細胞に分裂した後に，1)糸状体を形成するもの， 2)扇形の座を形成する

もの， 3)盤状体を形成するものの 3種類の様式が観察された。これら 3種の

250個体内での分布数は各々81個体， 115個体， 54個体であった。

糸状体形成についての観察は次のようであった。まず糸状体を形成する時

期であるが，それは基本細胞に第2分割が行なわれた頃，細胞の伸出がおこる

もの (Fig.1. 13， 15)と， さらに細分が進み多細胞となってから細胞の仲出

がおこるもの (Fig.1.12， 14) とが見られた。その後，突出した細胞は細長

くなって糸状の発生体となり CFig.][. 2， 3)，発生開始後初日ぐらい経過す

るとその先に盤状座を形成した CFig.][.8)。次に扇形の座を形成した発生体

についてであるが，細胞に突出がおこるのはこの場合も前と同様に，基本細胞

の数は4細胞ぐらいのもの CFig.][.5)も，多細胞のもの (Fig.][.4， 6， 7) 

もある。この扇形の座は発達し，やがて分裂細胞の周囲に盤状座を形成するよ
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Fig. 1. The飽traspore-developmentin Gratelou.μa filicina AG. 
1. a li民ratedtetr飽，porewith a central nucleus surrounded by ma町 plastids，
it is yellowish brown in ∞，lour組 d16μ 泊 diametぽ.2 -5. fOI官IllU岨 of
the伊 mtu国 froma tetras卯 re(1 day af飽rliberation). 6. formation of姐
initial cell (1血Iyaf'飽，r).7.ag町 nli目gformiDg the initial cell at也e御 minal
飽 d.(1 dayaf加')8 -11) germling∞nsisting of two or four叫 Is(4 days 
af包r). 12-15. germling developing parenchymatous cellsぉ thin ぉ a
thread. af旬ra cell of the multicellular body h鈎 producedthe protuberance. 
(13. 15 days after; 12， 14， 18 day冨 after，15; 19 days after) x 3∞ 

うになった。最後に盤状体を示した発生体についてであるが，猪野の観察と同

じく，基本細胞は幾度かの細胞分裂により細分されて，細胞塊を形成し，盤状

発生体となった (Fig.n.1)。やがて，発生体の周辺から多数の柔細胞が放射

状に形成され (Fig.n.9)，その後は同心円的に分裂生長を行なった。 (Fig.

n. 10)。
以上発生初期においては，上述のように 3通りの発生様式が観察された

が，最終的には全て中央に分裂細胞をもっ盤状発生体となった (Fig.n.n)。
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64 E菜 類第15巻第2号 昭和42年8月

Fig. 1I. The tetras卯 re--developmentin Grateloゆiafilicina AG. 
1. a germling forming the multicellular body from the germ tube. (15 days 

after). 2-3. germlings forming lhe filamentous b伎ly(25 days after). 4. a 

germling at the beginning of the growth of parenchymatous cells. after de-

veloping the multicellular body (19 days after). 5. a germling at the beginning 

of the growth of the fan-shaped body which is formed a little apart from 

segmental cells (21 day after). 6. growth of the fan-shaped body. (21 days 

after). 7. growth of the divided fan-shaped body (21 days after). 8. a ger-

mling forming the disc at the terminal end of the filamentous body (34 days 

after). 9. a germling developing the parenchymatousαlIs in all directions 

after forming the multicellular body (18 days after). 10. further segmenta-

tions (25 days after). 11. a germling forming the discoid parenchymatous 

body (50 days after). 1-7. x 300; 8-11. x 250 
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村上・猪野・大森 : ムカデノリの四分胞子発生について 65 

Fig. ill. The tetraspore-development in Gratelolψia filicina AG. 
1， microphotograph of 20 day oId germlings. 
2， microphotograph of 35 day old germlings. 
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66 藻綴第15巻第2号昭和42年8月

考 察

Grateloutia . filicina AG. ムカデノリの四分胞子の発生様式は最終的に

は間接盤状型であるが，その発生初期の段階において3通りの発生様式が見ら

れた。すなわち，糸状体を形成した後，盤状座を形成するもの，扇形の座から

順次発達し盤状座を形成するもの，そして猪野の観察と同じく，細胞塊形成

の後，柔細胞の同心円的成長により盤状座を形成するものとである。糸状体の

先に盤状座が形成される様子は簸 (1958)がツルツルにおいて，異常発生体と

して観察している。また，猪野 (1947)はマルバフダラクにおいて2個の胞子

から出た各々の発芽管が長〈伸び出し，先端で合着して 1つの大きな盤状発生

体を形成したものを観察しているが，今回の観察ではこのようなものは見られ

なかった。なお猪野は，ムカデノリやマルバフダラクが時々，間接糸状型類似

の発生型を示すことがあるが，これは系統発生学的な解釈からすれば一種の先

祖返りとも考えられる，と言い，また，ムカデノリ科の発生様式が全体として

不一致であるため，この科の検討を要すると述べている。この点についてはム

カデノリ科の多くの他の種における今後の同目的の研究を待って結論したい。

SuIllllUU'Y 

The tetra句ore-development泊砂'atel，ωrpiafilicina AG. has be阻 0版記rved.The 

mode of tetra母ore-developmentbelongsωtypus di叡泡lisimm凶iatusas already re. 

port岨 byINOH (1947). The liberated旬甘酒開問符吋u欄 thegermtube and the ∞'n-
tent of the cell migra陶 intothe tube. The germ tube dividesωform the multice11u・

lar b吋y.In further development thl1鴎旬開sare rec:沼田ized.They are as fo11ows: 

A) A cell of the multicellular b吋YP11吋u偲sthe protu出rance佃ddevelops inω 

the filamenぬus以xly.Then the disc is form吋 inthe terminal阻dof the filamentous 

body. 

B) Aω11 of the multice11ul訂版均 PI吋u閣 theprotti加mωanddevelops into 

the f;祖母-hapE姐加dy，and也enit grows into the disc. 

C) The multicellular加dydevelops immediately into the hemispherical取組y

from which the disc is formed. 

引用文献

1) CHEMIN， E. (1937): Le developpment dl句 S卯闇伽zles Rh岨ophyc偏， Rev. 

Gen. Bot. 49. 2)林田文郎 (1965):ヒラキγトキの果胞子の発芽について，瀧類 13.
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71-75 3)猪野俊平 (1倒7):務穫の発生.北陸館 124-140• 213-239. 4) KILLIAN. 

K. (1914): Uber die Entwicklung einiger Florid僕n.Zeits. fiir Bot. 6. 2悦ト289.

5)簸烈(1958):紅藻ツルツルの果胞子発芽体の発達について，北大水産学部研究集報

8.釘'8-:却9.
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フクロフノリの発生について

船 野 隆$

T. FUNANO: Ob鍵rvationson the germination of s卯resof Gloioμ.ztis 

furcata POST. et RUPR. 

まえがき

フタロフノリ Gloioteltisfurcata POST. et RUPR. の室内における初

期発生の研究は猪野 ('47)が詳細におこなっており，一方，天然の状態におけ

る胞子発生，座の{申展，座から直立体の発出については，宮崎 ('24)や金子

('39)などによって調べられている。このように，室内での初期発生は明らか

にされているが，その後の座の伸展，座から直立体の発出は調べられていな

い。筆者は長期間にわたって，室内でフクロフノリを培養し，座から直立体の

発出を認め，これが宮崎(l.c.)などが観察したものとほぼ同じであることを確

かめた。それで，これらの知見を取纏めここに報告する。

本論に入るに先だち，本報告を書〈にあたって種々ご助言をたまわり，本

文のご校闘をいただいた北大理学部山田幸男名誉教授に心から感謝いたしま

す。また，本研究に種々ご便宜をあたえられた北水研長谷川由雄増殖部長に心

から感謝いたします。

材料と方法

フクロフノリは1960年7月16日，忍路の北大臨海実験所前浜から採取し，

ただちに北水研増殖部の実験室に持ち帰り，四分胞子体と果胞子体の母藻を選

別し，櫨過海水で洗糠した。これら選別した母藻から，両胞子を12時間放出さ

せ，それぞれ10枚のスライドグラスに胞子の着生をはかった。その後，胞子の

着生したスライドグラスを 1枚ずつ，シ品ライパー培養液が200ccほと入った

腰高シャーレに移し，培養液は7-四日間隔ほどで換水し培養をつづけた。光

源は白色盛光燈を午前9時から午後5時ごろまで毎日 8時間照射し，シャーレ

の位置で 3，500-4，000Iux <らいになるようにした。また，培養中室温の影

・道立中央水産試験場
The Bulletin of ]a開.neseS∞iety of Phy，∞logy Vol. XV. No. 2， Au酔 8t1967 
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船野: フタロフノリの発生について 69 

響を防ぐため，各シャーレを大きな平型パットに入れ，放流水道水に実験期間

中つけておいた。培養水温の変化については Fig.1に示した。

30C。

-・l・-.'. 句・.・・・'.・'.・
一 ・・.-.， . 

Aug. 

・・'--.'-'.，・. 一・・-ー，---

Sept. 

....--...・〓・h・.
ー.ー ・・..--.・“，-..'.'--...... ・ "・r・・;. .JiT・・一・_. c ・・.・・・・・ ;' ・. .... . ... 

" -・・・. ・.・ e-
Oct. Nov. Dec. Jan. 

(a.m. ; 10:00) 

Fig. 1. Var泊tionsof the daily culture water temperature during the 
experiment term. 

観察結果と考察

四分胞子と果胞子の初期発生，座の伸展など両者の発生様式にはほとんど

差は認められなかったので，本報告では主に四分胞子の発生についてのべる。

母藻から放出された果胞子，四分胞子の多〈のものは球型であり，前者で

は直径21-26μ，後者では22-30μで，これらの胞子はほぼ中央にー核をもち，

その周辺に赤褐色の大小の粒状，棒状の色素体があり，外側は透明な膜でつつ

まれていた (Fig.2. A， B; Plate 1. A)。

四分胞子は放出後，約15-30時間で多〈のものは第1回目の細胞分裂をは

じめた (Fig.2. C ; Plate 1. B)，第1分裂から約1ヵ月聞の形態変化は，猪野

(1. c.)がすでに報告したものと同じであり，直接盤状型 (typusdiぉalisme-

diatus)の発生様式をとった (Fig.2. D-L; Plate 1.じめ。一般に，発生体

の径が増すのは第3-5分裂のころであり， 10日目のものでもかなり大きなも

のがみられた (Fig.2.L)。一方，発生後 10-30日ごろに，異状な細胞分裂を

していたものがかなりみられ，また2個の発生体がゆ着していたものがみられ

た (Fig.2. M-U)。

約40臼目のものではかなり細胞分裂が進み，発生体の径も増し，縦断面で

みても半球状の高い発生体になっていた (Fig.3.A-.A:つ。この時期には，第1

分裂後10-30日ごろにみられた異状な分裂がおこなわれているものは少なくな

り，また，発生体の表層の細胞はほぼ一様な大きさになっていた。
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050μ  

Fig. 2. Carpospore却 dtetras卯re，and germination of tetraspores of 
GlfJioteltis furcata POST. et RUPR. 
A， carpωpore. B.O， germination of tetraspores. B， tetraspore; 
C， 2 day old; D~F ， 5 day old; G~H， 7day old; I~L， 10 day old; 
M~N， abnormal germling of cell division (17 day old); 0， 
abnormal germination of two adjoining germlings (24 day old). 

約70-80日目のものは，約40日目のものよりさらに分裂が進み，発生体は

大きし上部への突出がめだってきた CFig.3. B; Platp.1. G-I)。 この時期

のものは，多くは表面観で円形あるいは楕円形の発生体であったが，一部に

Plate 1のIに示したように形態がいくぶん変ったものがあった。なお，図に

は底面観のものも示したが，基物に付着する面の細胞は表層のものに比べてか

なり大きかった CFig.3. B勺。

約110日目のものでは，発生体は70-80日目のものに比べて1.5-3倍ほど

- 10ー
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運動鐙働

E 

進撃
0 • 50μ • 

Fig. 3. Gerrnination of tetraspores and carpos卯r笛 ofGloioteltis furcata 
POST. et RUPR. 
A-D， germination of旬trぉpores.Eペ:J， germination of carぴ渇，pores.
A-A"， a加ut40 day old (A. upper view; A'， basal view; A"， 
side view). B-B'， a加ut70 day old (B upper view. B'; basal 
view) ， C-D， a加ut110 day old. E， 5 day old. F， 24 day old. 
G， About 80 day old. 

-11-
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にその径を増し，上部への突出がさらにはっきりしてきた (Fig.3. C，D)。

約130日目のものでは，さらにその径を増し，約 110日目のものに比べて

1.5-2倍にその径は広がっていた。

約190日目のものでは，発生体の一部には盤状に広がった基部〈座〉から

直立体の発出したものがみられ，また，盤状の発生体がそのまま上部に突出

o 50μ 

Fig. 4. Germination of tetras開問。fGloiopeltisル'cataPOST. ~t 
RUPR. (a加ut190 day old germlings) 

A-A'， a germling， s加，wingtbe 庶民tsh>∞t develoPE姐 from
the creeping disc (A， upper view; A'，同組1vi何).
B-B'， a germling before developing erect sh>∞t. (B， upper 
view; B'. basal view). 
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し，かなりもりあがったものがみられた(Fig.4. A，B ; Plate 2.A，B)。この直

立体の発出の状態は，宮崎(1.c.)などが観察した天然のフタロフノリの座

から直立体が発出したものと同じであった。一方，発生体を底面からみると，

外側周辺では4-8個ほどの同形の細胞が連なって放射状にのびており，ま

た，中央部では細長い細胞がみられた (Fig.4. AヘB勺Plate2.AヘBつ。こ
の底面の組織の形態も天然の座のものとほぼ同じであった。

果胞子の発生は Fig.3のE-Gに示したょっに，四分胞子の発生と同じよ

うな形態変化をとった。なお，果胞子では四分胞子に比べて約10-30日目のも

のに異状な細胞分裂をしていたものが多かった。

Summary 

Ob民rvatim淘 weremade on the germination of spo時sof Gloioμ'itis jurcata POST. 

et RUPR. by cu1tur唱 experimentfrOID J uly 16， 19印 ωJ釦国ry20， 1鮪1，u血gthe 

ma'館市Is∞Uec恰dfroDl白lhoroBay， ShiribE油iProv吋 Hokkaido.
The r鴎叫旬。Ibtainedare鎚 follows:

1. The mode of germination of加thtetraspores aDd talJ間開問 ofG. furcata 

POST. et RUPR. shows “typus disca1is m剖iatus"as depfiDed by INOH ('47). 

2. ID some g.ぽmliDgsabout 190 day old， the first erect sh∞t devell句沼 fromthe 
surfaa of the cr鵠，piDgpo吋on(namely the disc) of the fro吋.This fact ∞b 
cid隠 withthe r濁ultsobtaiDed iD nature by MIYAZAKI ('24) a凶 oth町宮.
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東京.
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Plate 1. 

G 
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船野 : フタロフノリの発生について

Plate 2. 

Germination of tetraspores of Gloioteltis Jurcata POST. et R UPR. 

(about 190 day old germlings) 

A-A'， a germling， showi口gthe erect shoot developed from the 

creeping disc (A， upper view; Aにbasalview). 
B-B'， A germling before d巴velopingthe erect shoot (B， upper 

view， B'， basal view). 
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On New Colourle路 FlagellataGenus Huber-Pestalozziamonas 

gen. nov. Fam. Peranema偲 ae，Euglenophyta 

by 

B. V. SKVORTZOV* 

D個ぽiptionof genus 

Monada single， fr:田 swimming，not metaboIic and in田ctionnot de-
pressed， without a longitudinal furrow， fusiform in shape; anterior part 
eJongate and rounded， trucate or oblique， n田e-shapedwith one swimming 
flagellum. Periplasto hyaIine， not metaboIic. Nucleus田ntraIor p四terioror 
lateral and some time very large. Gullet is present， round or saccate or 

sometimes indistinct. Cytoplasm granulate with few paramylum granules. 

Motion rapid forward and rotate. Differs from genus Petalomonas Stein in 

not depressed cells， from genus Scytomonas Stein in fusiform shape and 
apical gullet. Named in m回 10ryof Dr. Phil. and Med. G. Huber-P，田talozzi，

Zurich the au血orof the Iargl田.trevision of phytoplankton printed泊 1955，
Stuttgart， Germany. 
Twelve SJ)E羽田釦dtype of g，回usHuber-Pestalozz凶onasreprl目印ted'

Hab. in freshwater reach in organical matter as託lCiatedwith Peta-

lomonas， P，ぽ卸印1a，Ur，αヨt>l田， Euglena. Distr. Europe (Sweden)， Eastern 

Asia， China， Brasil， South America. 

Key of speci田

1. Nucleus large central・H ・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・....2 

1. Nucleus not large ..・H ・H ・H ・...・H ・-…・H ・H ・....・H ・....・H ・.......・H ・....・H ・.4

2. Cells ends acute .…・・H ・H ・...・H ・-…...・H ・...・H ・..… 1. H. P. repentes 

2. CeIIs ends obtuse..'・H ・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

3. Cell fusiform or lanceolate， VIぽybroad.…H ・H ・..2. H. P. subn僻 uta

ホ Institu旬 deBot組 i伺， Caixa P，ω踊14005 -Sao Paulo， Brasil 
The Bulletin of ]apanese S∞iety of Phy∞logy Vol. XV. No. 2， August 1967 
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3. Cell.fusiform， narrow， asymmetrical or symmetrical ..・3.H.P.obliqua
4. Anterior end of the 白11abrupt and straight or oblique ..・H ・-…・・ 5 
4. Anterior叩 dof the cell rounded.....・H ・..，・H ・.....・H ・-…H ・H ・...・H ・;..6 
5. Anterior end abrupt ・H ・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・....・H ・...・H ・...・H ・...・H ・9
5. Anterior end oblique ・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・....・H ・...・H ・....・H ・...・H ・..10 
6. Cel1 long ovoid ..・H ・H ・H ・....・H ・...・H ・-…....・H ・...4. H. P. simplicia 
6. Cel1 fusiform・H ・H ・-…...・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・-…...・H ・...・H ・..7 
7. Cel1 linear fusiform ・H ・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・.5. H. P. probescidea 
7. Cel1 fusiform and oblique ....・H ・-…H ・H ・-…・ 6.H. P. menoidiodes 
7. cell fusiform and symmetrical ....・H ・..…H ・H ・....・H ・.....・H ・....・H ・-… 8
8. cell narrow fusiform....・H ・...・H ・-…H ・H ・..7. H. P. aquae imturae 
8. Cel1 broad fusiform ・・H ・H ・-…・H ・H ・....・H ・-…H ・H ・..8. H. P. laterale 
9. Cell油ortfusiform ……H ・H ・...・H ・-…H ・H ・...・H ・...9. H. P. pusilla 
9. Cell loner， fusiform ・・H ・H ・...・H ・...・H ・H ・H ・...・M ・.10. H. P. minuta 
10. Cel1 broad fusiform ・H ・H ・...・H ・H ・H ・-…...・H ・-… 11.H. P. sPinosa 
10. Cel1 narrow fusiform ・H ・H ・.....・H ・-…H ・H ・...12. H. P. planctonir.a 

Description of sp舵i回

1. H.-P. r.ξpente8 nov. nom. Plate 1， fig. 1. 

77 

Petalomonas rep聞協 Skvortzov1957 in Phil. Jour. of Sci. 178， Pl. 4， 
fig. 38. 

Maonda fusiformis cum apicibus acutis， non applanatis， 18 x 7 mIcr. 
Flagellum 1 natantes 2/3 cellulae longius. Periplasto firmo， livi， non meta-
boli回.e.Vacuulis∞IDtractil田 3泊 parteanteriore cellulae et 2 p由teriore.
Nucleus magnus et medianus. Movet repente et仰rr・o. Hab. 1n stagnis prope 

oppidum Harbin， Manchuria加r回lis，China. 
2. H.-P. 8ubn倒 ut，αsp.nov. Plate 1， fig. 3. 
Mona也 fusiformisnon applanata， parte antJぽioratt，問団ta，distincte 
obliq皿 veluno latere nasuta， parte p由terioreattenuata et plus n血usob加国，

15-18.5 x 5-6-7.4 miα. Flagellum unicum nat釦 tes，偲l1ulaea伺uilongevel 

pa叫ologiora. Peripl槌ぬ levi，firmo. Va叩 ola∞IDtract泌 parteant，ぽioredis-
tincta vel indistincta. Granulis paramylonis pa此eanterior et post，剖ore，nu-

d田 magneet倒 ltralis.Hab. Brasil: 1. In aqua stagnalis inter Salvinia 
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auriculata prope Sao Paulo， prope Elderado lacu. 19. 6.5.65 B. Skvortzov 

et Daniel Vital. 2. Sao Paulo， in lacu prope Parque do Estado， )g. B. 

Skvotzov， 11. 1. 63. 3. Sao Paulo， in lacu prope Pinheir田 riv.，19. C. 

Lima et B. Skvortzov， 20.6.63. 

3.H.-P. obliqua sp. nov. Plate 1， fig. 2 and 4. 
Monada angusto-fusiformis curvata vel r，民ta，non applanata et non 

metabolica， 15-18.5 x 5-9 micr.， parte anterore attenuata cum f1agellum 

natantes fere cellulae longiora; periplasto levi et firma. Cytoplasmate min-

ute granulata. Vacuolis contractilis apice. Nucleo magno infra medium cel-

lulae sito. Hab. Brasil， Sa心Paulo:1) in stagnis， Parque do Estado， 19. B. 

Skvortzov， 1.3.63. 2) in lacu prope fl. Piheires， 19. B. Skvortzov， 10.4.63. 

4. H.-P. simplicia sp. nov. Plate 1， fig. 12. 

Cellula fusiformis vel elongato ovalis， 10 x 3 micr. parte anteriore 

attenuati， ol)tuse， parte posteriore plus minus rotundatis. Flagellum 1 natant由

民llulaelongiora. Periplasto levi et firmo. Vacuolis contractilis parte ante-

riore. Nucleus posterior et lateralis. Granulae olei et leucosini non vidi. Hab. 

Brasil: Sao Paulo， in stagnis， Parque do Estado， 19. B. Skvortzov， 25. 1. 65. 

5. H.ーP.probescidae sp. nov. Plate 1， fig. 8. 
Monada anguste fusiformis， 22 x 5 micr.， non applanata， apicibus atte-

nuatis， parte anteriori deflexa， proboscidea vel rostellato. Flagellum natantes 
fere偲llulaelongiera. Cellula parte凹sterioreatteuata et obtu回.Periplasto 

levi et firmo. Cytoplasmate minute granulata. Vacuolis∞ntractilis parte 
anteriore et nucleus medianus. Hab. Asia orientalis， China， in stagnis prope 

oppidum Habbin， Manchuria， China. 

6. H.-P. menoidioides sp. nov. Plate 1. fig. 5. 

Monada fusiformis firma， non applanata， asymmetri回， parte anteriore 

plus minus rotundata， lateribus parallelis， apice cu円 atuset acutis， 18 x 4-5 

micr. Flageilum singulum natant田 inapice insぽt凶n，longitudini∞rpori 
simili. Periplasto non metabolicae， levi， nucleo supra medianus et magno. 
Cytoplasmate cum granulis paramylaceis parvis nonnullis， ovalibus vel bacil-

laribus in pa社eanteriori et posteriori coq氾ris.Vacuola∞ntractilis parte 
anteriori. Hab. Brasil: Sao Paulo， inter Salvinia auriculata in lacu prope 
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Fl. Pinheiros. 19. C. Lima et B. Skvo此zov，18.6.63. 
7. H.-P. aquαe-impurae sp. nov. Plate 1. fig. 13. 

79 

Monada angusto fusiformis cum polis attenuatis， non applanatis， 25.9 
x 4 micr.， parte anteriore abrupte et obtusa， parte posteriore suba叩 taet 
obtu鵠. Flagellum 1 natantes 2/3白llulaelongius. Gula vel vacuola contra-

ctilis anti白. Nucleus in parte戸:>sterior;Cytoplasma granulata cum guttae 

olei. Periplaste hyaline et firmo. Hab. Brasil: Siio Paulo， in plancton lacu 

artificialis Belling， 19. Adauto Milanez. 24. 4. 63. 

8. H.-P. laterale sp. nov. Plate 1， fig. 6. 

Monada fusiformis non applanata， apicibus attenuatis et acutis et ob-

tusis， 17-18 x 5 micr. Flagellum natant国田:llulaelongiera. Periplasto levi 
et firma. Cytoplasmate minutae granulata cum vacuolis∞n住actilissupra 
m吋ia.Nuclωinfra mediana白llulaesito. Hab. Brasil: sao Paulo， in aqua 

impura prope Eldorado， 19. Daniel Vital et B. Skvortzov， 6. 5. 65. 

9. H.-P. pusilla (Skuja) nov. Plate 1， fig. 7. 

=Petalomonas Pusilla Skuja in HUber-Pestalozzi. 1955， p. 488-489. 
Taf， XCVIII， fig. 983. 
Monada e1li向。ideavel回.culliforma，in sectione paulo depr，白鴎， apicibus 

abruptis， 5-12 x 2-4 micr， in s配tione1.5-2.5 micr. Flagellum fere白llulae
longiora vel 1/2白llulaelongiera. Periplasto levi et firmo. Cytoplasmate 

granulata. Vacuola contractila凹ne，nucleo nucleoto mediamo. Motio repente 
Hab. Swecia in lacu. 

10. H.-P. minuta sp. nov. Plate 1， fig. 11. 

Monada anguste-fusifermis et non applanata cum apicibus minute atten・

uatis et obtusis， 15 X 4 micr. Flagellum natantes paulo cellulae longiore. 
Periplasto levi et firmo. Cytoplasmate minute granulata. Vacuola∞ntractilis 
卯neet distincta. Nucleus indistinctus. Hab. Aia orientalis. China: in stag-

nis prope oppidum Harbin. 

11. H.-P.申 inosasp. nov. Plate 1， fig. 9. 

Monada fusiformis et non applanata， paulo obliqu巴abrupta，parte post-
erior longa spin凶a.Flagellum natantes apice fere 白llulaelongiora. Peri-

plasto levi et firmo. Vacuola contractilis， api白 etnucleo白ntralis.Cyto-
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plasmate minute granulata. Hab. Asia ot:ientalis， China: in stagnis prope 

oppidum Harbin. Manchuria， China. 

12. H. -P. planctoni，αsp. nov. Plate 1， fig. 10. 
Monada anguste fusiformis et non applanata cum apicibus attenuatis et 

obtusis， 20 x 5 micr. Flagellum natanLes fere cellulae longiora. Periplasto 

leVl et firmo. Cytoplamate minute granulata. Vacuola contractilis non vidi. 

Nuc1eo centralis， Hab. Asia orientalis， China， in stagnis prope oppidum 

Harbin 

摘要

ヨーロッパ，東亜および南米ブラジル，サンパウロで採集したミドリムシ

植物 Peranemaceaeの新属 H必ber-Pestalozziamonas12新種について記載し

た。属の記載，種への検索表と各種の記載図をつけてある。(野田光蔵〉
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Il1田tratio田

PLATE 1 

Fig. 1. Huber-Pesta1ozziamonas retentes nov. nom. 
Fig. 2， 4. Huber-Pesta1ozziamonas obiliq雌 sp.nov. 
Fig. 3. Huber-Pestalozzia脚 nass叫抑制'Qsp. nov. 
Fig. 5. Huber-Pestalozziamonas menoidio;des喧p.nov. 
F抱 6. Hube，-Pesta1ozz;amonas laterale sp. nov. 
Fig. 7. Huber-Pesta1oz!lIamonasμISilla (Skuja) nov. 
Fig. 8. Hü加~Pestaloz!lÏamonas probesdd切 sp.nov. 
Fig. 9. Huber-Pestalozziamonas spi・nosasp. nov. 
Fig. 10. Huber-Pesta1ozz;amonasρlanclonica sp. nov. 
Fig. 11. Hiiber-Pestaloz!lIamonas minuta sp. nov. 
Fig. 12. Huber-Pestalozziam側'assimplic;a sp. nov. 
Fig. 13. Hllber-Pestalozziamonas 何回:e-impuraesp. nov. 
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New and Little Known SpeCII田 ofGenus Pteromonas Seligo 

(pha∞組問ae，Volvocineae) from 1面白in，North田n

Manchuria， China 

by 

B. V. SKVORTZOV* 

Clav包 S}JE叫erum

A.M回 lbranafronte vi回 spha出国 velsubsphaerica， a VI削除 vi回 sub-

sphaeri回 etalata 

1. M凹lbranaa fronte et a verti偲 visasphaerica vel subsphaerica 

2. Membrana a fronte et a VI削除 visasphaerica 1. Pteromonas 

re.加ndata

2.2 M四lbranab回lisphaericalaterib田 m吋i田∞mpr，白羽， distincte ala-

tis， alis medi田 curvatis 2. Pteromonas simtlex 

1.1M佃 lbranasphaerica， lateribus∞mpr，悶is
2. M佃 lbranasphaeri回， parte anteriore ob加盟ta，cytoplasma rotun-

data 3. Pteromo鰍 'ZSoh抑制ta

2.2 Membrana tessulari-spharica， angulis rotundatis cum latitude longi-

tudinem superante 4. Pteromo鰍'ZScornuta 

B. M聞 lbranafere tessularis，加郡lisrotundatis vel fere evata， lateribus 

concavis vel plus minus rectis vel irregulariter∞nvexis 
1. M即 lbranafere tess叫arisvel tetraquetra， la飽ribus∞n回.vis，叩gu-
lis rotundatis， in鈴ctionevi回.eelliptica， lat剖bus3-1obatis，印刷lis

alatis 5. Pterom01ω4町u'YVa(P. angulosa var.仰curva)

1.1M四 lbr卸 atetraquetra vel fere tessularis 

2. M回 lbranadiJute brunnea vel aluta目a記abrar，田，tratavel papillata 

3. Membrana cum latidude longitudinem superant田

6. Pteromonas nasuta 

* InsUtu旬 deBo旬nica.Caixa Postal 4佃5-SaoPaulo. Brasil 
The Bulletin of Japan鎚eSociety of Phy，∞，logy Vol. XV. No. 2. August 1967 
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3.3勘[embranacum latidude longitudin佃 1 a何回lis

7. Pteromonas mitra 

2.2 Membrana hyalina， fere tessularis vel ovata， lateribus irregularitぽ
angulatis cum tubt笠'culisminutis disposis atris 

8. Pteromonus Punctata 

C. Memrana obovata vel rhomboid白

1. Membrana obovata 

2. Cellula parte anteriore rotundata et api白∞n回va，lateribus pa此e

postぽio陀 etiamconcavis; cytoplasma sphaerica minuta， apice ad 
membranam affixa 9. Pteromo鰍'lSver仰 le

2.2 Cellula p訂te戸>sterioreangustata et rotundata 

3. Membrana scabra， in蹴 tioneelliptica apicib田 alatis，cytoplasma 
lanα氾，Ia也， apicibus acutis; pyrenoidum 1 

10. Pteromon四 conspersa

3.3 Membrana latior in民ctionelate-elliptica， apicibus breviter alatis; 
cy旬plasmarotundata， pyrenoida numer偶a 11. Pteromo鰍'lSacuta 
1.1 Membr卸 arhomboidea 

2. Membrana laevis， parte p佃teriorerotundata， cytoplasma anguste 
ellipti<伺 12.Pterom()鰍'lSrhe卿boides

2.2 Membrana民abra，cytoplasma par総 posteriorebi，∞muta et ovalis 
13. Pteromonas bicorniculata 

D.M叩 lbranaelliptica vel cylindrica 

1. Membrana ellipti回

2. Membrana scabra， minute terulosa 14. Pteromo鰍 JSrugosa 

2.2 Membranahyalina， lateribL1s parallelis 
3. cell叫aparte anteriore rotundata non obtusata 

15. Pteromo鰍JSoblonga 

3.3 Cellula parte anteriore obtusata vel truncata， p.町teposteriore pa叫o

angustata 

4. P抑四oida3. 16. Pteromo鰍JSkorschilllJffi 

4.4 pyr凹 oidum1. 17. Pteromo鰍'lSsubcordiformis 

3.3.3 Q証lulapartc anterior仕un回 ta
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18. Pteromo鰍JSangulo.銅 var.el仰 Illata
3.3.3.3 CeU叫aparte釦総rior∞n回.va
1.1 Membrana cylin制伺

2. Mebrana町 ul部aet民abra

2.2 Membrana non tぽul偲a，laevis 
3. cell叫aparte posterior rotundata 

3.3 Cellula parte posterior 3-dentata 

19. PteromO'Jωs incisa 

20. PteromontJS undulata 

21. Pterom側 ascylindriCs 

22. Pteromonas ar"昭如

E. Membrana lato-ellipticaαmα>stis numeroso 4，6，7 et 8 
1. Membrana tetr明ue回， angulis spin田us 23. PteromontJS stinosa 

101M回 lbranahexagina 

2. Cel1ula parte p国国iore∞n回.vaparte an国・iortruncata 
24. Pteromonas rotantes 

2.2 Cel1ula apicibus acutis et obtusatis 25. Pteromo鰍JSCsudata 

1.1.1 Mem耐叩a7-an♂d紅 is，parte p佃terioreacuta 
26. Pteromo鰍JStlanctonJ'Cs 

1.1.1.1 Membrana 8-gona 27. Pteromonas longicolUs 

F. Membrana late clavata 28. Pterom側諸 foliolata

G. Membrana trapezoid田 velsubtriangulata 

29. Pteromon四 triquetra

D回目'Iptiospecierum 

1. Pteromonas rotunat，αsp. no.v. Plate 1， fig. 1 

Cel1ula a fronte visa rotundata， r田trumnullum， a vertice et latere .visa 
etian rotundata， apicibus r，田tratis;membrana cr酪sa;hyal泊a，margine 
minute alata， vacuolae contractiles 2; stigma indistincta; nucleus in medio 
田llulaep由itus;chromatophぽ parietalis，pyrenoida 3; flagella白日叫a1.5 
longiora; diametro cellulae 12 micr. Hab. in stagnum fI. Sungari prope 

oppidum Harbin， Manchuria borealis， China. 
2. Pteromonas simplex sp. nov. Plate 1， fig. 2 

Cellula a fronte .visa .fe町 orbicularis.vel suborbicularis， a latere .visa 
late ovalisα1m angulis alatis.∞n回 • .va， apicibus angustatis， a verti偲 ovata
vel elliptica apicibus alatis; chromatophor parietalis; pyrenoidum 1畑町'ale，
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stigma nullurn， flagella 2 celluIa longiora; vacuolae∞n凶ctil田 2in api自
民H叫ae:positae; 19. 15-18， lt. 11-12 micr. Hab. in aquis stagnalibus prope 
oppidurn 1訟rb泊， Manchぽiaborealis， China. 

3. Pteromonas obtusαta nom. nov. Plate 1， fig. 3 

Pteromonas angulosa Lεmm. var. obtusa Skvortzov， Arch. Protist. 

(1929) 66 Bd.， Heft 1， 163， fig. 11 

Cellula fronte visa rotundato tessularis parte anteriore concava， parte 

postedぽerotundata， membrana hyalina， cytoplasma spha出国， magnitudine 

membrana paulo minor et intra membr・namlibera ad membranam parte 

anteriore affixa; chromatophor parietalis， pyrenoidurn c即位al田 nucleusin 
medio叫 luIaepositus; stigma nullurn; flagella 2 cell叫.alongiora; lt. et Ig. 

13 micr. Hab. in plancton la叩sin va1le fl. Sungari prope Harbin， Manchuria 
borealis， China. 

4. Pteromonas corrw.ta Skv. Plate 1， fig. 4 

Pteromot邸 c(YI"nutaSkvortzov， in Arch. Protist. 66 Band， Heft 1， 

(1929) 163， fig. 14， 15 
CelluIa frcnte visa fere rotundata apici1)us modi，白∞mplanatis，lateribus 
rotundatis in舵 tionefぽet鰯叫aris，lateribus∞ns凶ctis，apicibus叩mrl田・
仕isrecurvatis; membrana hyalina， cytoplasma ovalis， magnitudine mem-

brana valde minor加佐am，聞lbranamlibera， parte anteriore aω也 admem-

bran.a .affixa， parte postぽioresinuata; chromatophor parietalis; pyrenoidum 
p町te釦 teriorecPllulae positum， nucleus ill medio celluIae; stigm.a laterale; 

flagella celluIa lungiora; vacuolae contractiles 2，加 api，白白H凶ae似:>sitae，

19. et lt. 15 micr. Hab. in aquis stagnalibus prope Yuchwan stationem， 

Manchuria bore討is，China. 

5. Pteromonas incu開 αnov.nom. Plate 1， fig. 5 

Pteromo鰍:JSangulosa Lemm. var.加curvaSkvortzov in Arch. f. Pro-

tist. (1929) 66 Bd.， Heft 1， 163， fig. 12 

Cellula fronte visa quadrata， angulis rotundatis， lateribus inaequalibus 
∞n回vis;membrana hyalina; cytoplasma cordata， magnitudinae membrana 
minor intra membranam libera， pa此eanteriore ad membranam affixa. Stig-

ma nullum; vacuola contracti1is non vidi. Chromatophor parietalis; pyreno・
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idum parte posteriore cell叫aepositum;田llula1atere et verti<目 visaovalis， 

1ateribus torul<田is，apicibus cum r，四tris.r，配uvatis;19. et 1t. 13-14 micr. 

Hah. in stagnis prope Juchwan stationem Manchuria borealis， China. 

6. Pteromonas nωuta sp. nov. P1ate 1， fig. 6 

Cellula fronte vi回 fereorbicularis ve1 subquadrata cum angulis ro加n-

datis; membrana dilute brunnea rugl四a，parte anteriore major rl回，trata，a 
1ateri∞mpr田sa，elongato-elliptica cum apicibus 3-1obatis a verti田 vi随
ob)onga， apicibus furcatis; cytop1asmasubrotundata intra m回 lbranamlibera 

parte anteriore ad membranam affixa; vacuola ∞ntractilis in parte anteriore 
卯sita;stigma 1ateral田， pyrenoidum et nucleus centralis; 19. 22.5 micr.， 1t. 

18.5 micr.; flagella cellula 1ongiora. Hab. in stagno fl. Sungari prope oppi-

dum Harbin， Manchuria borealis， China. 

7. Pteromonas mitra sp. nov. P1ate 1， fig. 7 

Cellula fronte vi回 mitraeformis，parte anteriore 1ato rotundata in apice 

modiω ∞ncava et papillata， parte posteriore modice angustata， truncata 
recta ve1 bicornuta cum angulis 1ateralibus conspicuis; membrana aluta，田a，
non brunnea， hyal加a，託robiculata;cellula a 1atere visa 1an白olatain media 

p訂teundulata et rotundata; cytop1asma ovalis in membranam libere inclu-

sa; p;訂teanteriore ad membranam affixa; chromatophor parietalis， dilute 

viridis; vacuo1ae∞ntractiles indistinctae; stigma centra1e ve1 nullum; nucle-
us in medio田U叫aepositus; pyrenoida 1-2白n位alia;diametro 18.5-22.5 

micr.; flagella cel1ula 1ongiora. Hab. in p)ancton fl. Sungari prope oppidum 

Harbin， Manchuria borealis， China. 

8. Pteromonas punctat，αsp. nov. Plate 1， fig. 8 

Cellula fronte visa 1ate ovata vel subquadrata， 1ateribus irregulariter 

toru1osis non parallelis， verti白 visaangustata， sigmoid回 curvata;mem-

brana hyalina， irregulariter granulata， granulis api回 cytop1asma!ato 

ovalis; chromatophor parietalis， vacuola∞ntractilis minute et pone; stigma 
in parte anteriore 田llulaepositum; flagella 2，白llu)alongiora; nucleus 

et pyrenoidum non vidi; 19. 7.4-10 miα. Hab. in stagno prope oppidum 

Harbin， inter Myriophyllum spicatum. 

9. Pteromonas veranle sp. nov. Plate 1， fig. 9 
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Cell叫abrunnea fronte vi担 latoelliptica， pa此.eanteriore sinuata， parte 
post剖ぽ'eangustata et lato rotundata， latere vi回 obliquamodia∞Impr.田sa
αnn apicibus rotundatis; cytoplasma ovalis， magnitudine membrana valde 

minor intra m回 lbranamlibぽapa此eanteriore ad membranam affixa; chro-

matophor partietalis; vacuola contractilis pone; stigma laterale; nucleus 

自国間1is;pyrenoidum prope nucleum positum; Ig. 9 micr.， lt: 7 micr.， flag-
eIIa ceIIula longiora. Hab. in stagno cum aqua frigida prope oppidum Harbin， 

Manch凶 aborealis， China. 

10. 1場開mOna8conspe1'8a Skv. Plate 1.， fig. 10 

Pteromo微弱 co悶 :tersaSkvortzov， in Arch. Hydrob. (1927) Bd. XVIII， 
133， fig. 2 
Cellula oblonga， apicibus angustatis et rotundatis， p訂teanteriore rotun-

data; parte posteriore modi目 acuta，Iateribus plus minus ∞nvexis; 19. 18-22 
miα.， lt. 11-19 micr. Hab.加 stagnoprope oppidum H訂hin，Manchuria 
borealis， China. 

11. Pteromonao acuta sp. nov. Plate 1， fig. 11 

Cellula fronte visa obovata parte anteriore rotundata， parte p伺teriore
elongata et acutiuscula， late陀 eta vertia visa ovalis∞m lat剖bus∞nvexis
et apicibusαnn r，団住isn配tis;cytoplasma Iato ovalis in回 membmamlibera 

ad m回lbranampar除却terioreaffixa; chromatophor parietalis; pyrenoida 

5; nucleus in medio白lIulaepositus; vacuolae∞ntractilis 2; stigma nul-
lum; flageIIa 2 ceIIula longiora; Ig. 22 micr.， lt. 18凶α.Hab.泊 stagno
in valle fl. Sungari prope oppidum Harb泊， Manchuria bc町田lis，China. 

12. Pteromonao rhomboidA.国!Isp. nov. Plate 1， fig. 12 

Cellula fronte visa rhomboidea， parte anteriore truncata， erostrata， parte 

posteriore rotundata， Iatぽibusangulatis， a latere∞mpr.田saova旬， lateribus 
parallelis， apicibus r.儲 tratis，r.田trisb陀:vissimisoblique rl配 urvis，a verti白

ovata et r侶trata;chromatophor parietalis; pyrenoida 3， stigma in parte 
anterio閃 cellulaepositum; flagella 2 ceIIula Iongiora; vacuola∞n同州自 2
in api，田 allulaep国itae.Hah. in stagno prope oppidum Harbin， Manchuria 

borealis， China. 
13. Pteromonas bicorniculat.αsp. nov. Plate 1， fig. 13 
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Cellula fronte visa trapezoidea parte anteriore angustata apice trun回.ta，

parte posteriore sinuata， angusta， bicorr泊αuata，∞mibusrotudatis; m四 1・
brana hyalina， non brunnea et aluta白a民robiculata;目llulalatere vi田 lan-

田olatain media parte undulata et rotundata; cytoplasma ovalis; vacuolae 

∞ntractiles pone; nucleus in media cellulae; stigma et pyrenoidum non vidi; 
flagella cellula longiora; 19. 18.5 micr.， 1t. 14 micr. Hab. in plancton lacus 
in valle f1. Sungai prope oppidum Harbin， Manchuria borealis， China. 

14. Pteromonas rugosa sp. nov. Plate 1， fig. 14 

Cellula fronte visa late ovalis， parte anteriore conc~\Va ， lateribus rotun-

datis， parte posteriore rotundata， lateribus arcuatis， a latere et verti田 visa
oblonga vel ovalis， lateribus angulato-sinuatis， apicibus rostris recurvis; mem-

brana hyalina tuberculata; cytoplasma oblonga， membrana multo minor intr-
m凹 lbranamlibera， parte anteriore angustata ad membranam affixa: chroa 

matophor parietalis; pyrenoidum 1 laterale; nucleus in medio cellulae p宙開

titus; stigma juxta api田mp四itum;vacuolae∞ntractil田 2;flageJla 2田 1-
lula longiora; Ig. 26 micr.， 1t， 18 micr. Hab. in stagno prope oppidum 

Harbin， Manchuria bon'alis， China. 

15. Pteromonαs oblonga sp. nov. Plate 1， fig. 15 

Membrana dilute brunnea et modi，田 verrucosa，白Uulaelliptica ovata 

parte anteriore truncata， lateribus rotundatis， a latere visa oblonga， a vertice 
ovata cum apicibus abrupto-angustatis; cytoplasma oblonga magnitudine 

membrana mu1to minor intra membranam libera parte anteriore ad membra-

nam affixa; chromatophor parietalis; pyrenoidum nullum; nucleus in medio 

cellulae pωitus; stigma juxta aμi白mposit山n;vacuolae contractiles 2， flag-

ella 2 cellula longiora; 19. 15 micr.， lt. 12 micr. Hab. in stagno prope op-

pidum Harbin， Manchuria borealis， China. 

16. Pteromonas korschikoffi Skv. Plate 2， fig. 16 

Pteromo鰍'lSkorschikoffi Skvortzov， in Arch. Protist. 66 Band， Heft 

1 (1929) 163， fig. 13. 
Cellula fronte visa obovata， parte anteriore truncata et in白 ntroconcava， 

angulis rotundatis， parte posteriore modice angustata et rotundata， a latere 
20 micr.， lt. 15 micr. Hab. in aquis stagnalidus prope Iushwan Stationem， 
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Manchuria加Irealis，China. 

17. Pleromona8甜 bcordi.向rmお sp.nov. Plate 2， fig. 17 

Cellula fronte visa subr，配tanguldris，laterihus r，配tis，pぽt，P但teriore

angusto-rotundata， VI削除 vi回 oblongavel ovata， lateribus∞nvexis， apicibus 
r配to-rl田tratis;cytoplasma oblonga， apicibus angustatis intra m即 lbrana

lihE出raad membranam pa此eanteriore affixa; chromatophor parietalis， pyre-

noidum laterale; nucleus in medio白H叫ae卯situs;vacuolae∞ntracti1田
2; stigma juxta apicem似)Si加s;flagella 2白llulalongiora; 19. 15 micr.， lt. 
13 miぽ.Hab. in stagno prope oppidum Harbin， Manchuria borealis， China. 

18. Pteromonα8 angul倒 aLemm. var. elongata Skv. Plate 2， fig. 18 

Pteromonas angulo.却Lemm.var. elongata Skvortzov， in Archiv Pro-
tist. 66 Band，Heft 1 (1929) 163， fig. 10 
白日叫afronte visa cylindri回， parte anteriore tr回国.ta，angulis subr，民t-

an思uaribus，parte p凶terioretruncato-rotundata， a latere visa， lan白olata，

ateribus parte anteriore甘un回 ta，parte posteriore acute; m四 lbranahya-s 
11ina; cytoplasma ovalis， 19. 12 mi，ぽ. It. 7 micr. Hab. in plancton lacu 

prope Iushwan Stationem， Manch町iaborl回 lis，China. 

19. Pteromonas incIBa sp. nov. Plate 2， fig. 9 
Cellula fronte vi回 ovalis，parfe anteriore∞n回va，allgulis acutis， parte 
posteriore rotundata， lateribus∞nvexis， latere et VIぽti白 vi祖 ovalis，valde 
∞ns.凶.cta，apicibus r，問問ato-rostratis;cytoplasma oblonga 6-gona inむ-a
membranam libera ad membranam parte anteriore affixa; a lat釘ein media 

parte valde∞nstricta， angulis acutis， api田 acuta;chromatophor parietalis; 
pyr凹 .odium1田ntrale;nueleus in medio白 H叫aep叩itus;va，叩ola∞ntractilis
indist恒.cta;st取najuxta spi倒 npositum; flagella 2四日叫alongiora， 19. 25 
凶cr.，lt. 16 micr. Hab. in stagno prope oppidum Harbin， Manchuria bore-
叫is，China. 

20. Pteromonas un.血latasp. nov. Plate 2， fig. 20 
Cellula fronte vi回 subI1配tangularia，tota m釘gineirregulariter torul田a，
a latere et verti目 visaoblonga vel spha回目， apicibus recurvato-rl佃tra出;

m即 lbranahyalina， firma，民abrida;cytoplasma oblonga api白 angustata，

intra membranam libera， ad membranam parte anteriore affixa， rostrum 
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n叫l山n;chromatophor parie凶 is;pyrenoidum nullum加 medio叫lulaeposi-

tus; stigma juxta api，田m 凹situm;vacuola∞ntractilis 2; flagella 2; flag-
ella 2田U叫alongiora; Ig. 14 micr.， lt. 11 micr. Hab. in stagno prope 

oppidum Harbin， Manchuria horealis， China， 

21. Pteromo1UJ8 cylindrica sp. nov. Plate 2， fig. 21 

Cellula fronte visa fere cylindrica parte anteriore truncato et paulo sin-

uata，釦gulisrotundatis， er，伺tratis，lateribus parallelis， lateribus parallelis， 

pa凶e戸蹴ぽiorelato rotundata， v，ぽti田 visaoblonga vel ovata，∞nstricta， 

apicibus r田urvatoet rostratis; membrana hyalina， rigida; cytoplasma ob-

longa a latere∞nstricta， intra membranam libera ad membranam parte-
anteriore affixa; chromatophor parietalis， pyrenoidum in api田倒lulaeposi-

tum; nucleus in m吋iocellulae posit田;stigma et flagella 2; flagella白llula

ongiora in parte anteriore白llulaep田ita，vacuolae∞ntractil田 2in api白
cellulae. Hab. in stagno prope oppidum Harbin， Manchuria borealis， China. 

22. Pteromonωαrmata sp. nov. Plate 2， fig. 22 

Cellula fronte visa cylindrica， parte anteriore∞n国va，erostrata， angulis 

rotundati， pa此:ep部terioretrun也ta，3-d凹tata，a later et verti<白 visaob-

longa， vel ovata apicibus minute recurvato-rl儲 tratis;membrana hyalina， 
rigida; cytoplasma oblonga intra membranam libera ad membranam parte 

anteriore affixa; chromatophor parietalis， granu1at田 pyr，回oidum1 medi-
anum; nucleus non vidi; stigma parte釦 teriore偲llulaep儲itum;flagella 

2，白H叫alongiora; 19. 14-15 miα.， lt. 8 micr. HalJ. in stagno prope 

oppidum Harbin， Manchuria borealis， China. 
23. PteromoIUUJ眼的ωasp. nov. Plate 2， fig. 23 
Cellula fronte visa rl民tangu1ariserl儲trataparte anteriore et posteriore 

cum angulis inspinis productis; membrana hyalina， firma， latぽibusm叫i白
∞，vexis， a latere et verti，田 vi回 oblongavel ovata lateribus covexis， apicibus 
recぽvato-r'侶tratis;cytoplasma ovata， api田 angustataintra m印 lbranam

libぽa，m阻 lbr組釦np訂teanteriore affixa; chromatophor parietalis; pyren-
oida 3; stigma juxta api白m positωn; vacuolae∞ntractil倍 2，flagella 
丸田U叫.aelongiora; 19. 18-22 miぽ.，比.11-18 micr. Hab. in stagno prope 

oppidum Harbin， Manchuria borealis， China. 
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24. Pteromonas rotante8 sp. nov. Plate 2， fig. 24 

Cellula fronte vi姐 subhexagona，parte anteriore trapezoidea er宙 trata，

lateribus paulo∞ncavis， parte posteriore∞n国va，fronte vi田 7-angularis
αnn lateribus con国司s，veはi偲 vi詞 rotundata，apicibus r配urvato-rostratis; 
mernbrana firma hyalina; cy旬plasmaoblonga， intra mernbranam libera， ad 

mernbranam開rteant，ぽioreaffixa; chromatophor parietalis 1倒 ltrale;nucle-

田 inmedio目 U叫aeposit凶 stigmaapi，但mpositum; flagella 2ほllu1along-

iora; vaαlo1ae∞ntracti1田 2;Ig. 15 micr. lt. 9-10 micr. Hab. in s匂gno
prope oppidum Harbin Manchuria borealis， China. 

25. Pteromonas CI側 datasp. nov. Plate 2， fig. 25 

Cellula fronte visa elongato-ovalis， apicibus acutis， lateribus parallelis， 

pa此:eanteriore r由trata，a latere et verti白 vi回 oblongavel ovata， apicibus 

recurvato-r，価回tis;mernbrana hyalina， rigida; cytoplasma oblonga intra 

mernbranam libera， ad memhranam parte anterio陀 affixa;chromatophor 
parie也liset gran叫a旬s;pyr，凹oidum1， in parte post，剖ore目 U叫aelongiora; 
vacuolae∞，tract紅白 2;Ig. 15 micr.， lt. 13 micr. Hab. in stagno prope oppi-
dum Harbin Manchuria borealis， China. 

26. Pteromonas planctoni，叩 sp.nov. plate 2， fig. 26 
cell叫.afronte vi回 sub7-gona， parte anteriore bidentata， dentihus acu-
tis， later・ibus∞ncavis，angulis acutis， parte戸>steriore∞ni回， a lat，釘eet 
vertice visa oblonga vel ovata， toru1偶avel∞nstricta， apicibus r，配urvato・
E宙往凶s;mernbrana hyalina et rigida; cytoplasma oblonga in住am佃 bra-

nam libera ad membranam parte anteriore affixa; flagella 2，白llulalong-

iora; vacuolae ∞ntractil田 2;chromatophor parietalis; pyrenoidum 4; nu-
cleus偲ntralis;Ig. 22 micr.， lt. 14 micr. Hab. in stagno prope oppidum 

E弘rbin，Manchuria borealis， China. 

27. Pteron回nω longicolli8sp， nov. Plate 2， fig. 27 

Cellula fronte vi回 oblongavel elongato-ovalis， api，白 versusangustata 

et apI目 truncata，民togona，latere vi泊 elongato-eUiPticaαnnlateribus 

∞n伺 .visat apicibus acutis et obtusatis， in鈴ctionehexagona et ∞ns出cta
αnn 6 ex，α宅氏回tiisacutis; flage1la 2，自11叫a1.2 longiora， vacuolae∞ntra-
ctiles 2 in apice目 H叫aeposita， stigma non vidi; 19. 15 micr. Hab. in 
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stagno prope oppidum Harbin， Manchuria borealis， China. 

28. Pleromonus向li08αsp.nov. Plate 2， fig. 28 

Cellula fronte visa obovata， parte anteriore lato-rotundata， lateribus 
r目白， p訂 tep部teriorelonge attenuata et acuta， a latere lan田oJata，a ver-

ti白 ovataapicibus recurvato-rl部tratis;membrana hyalina， firma; cyto・

plasma orbicularis intra membranam libera ad membranam parte anteriore 

affixa; chromatophor parietalis; pyrenoidum et nucIeus centrale; stigma 

juxta apicem positum: chromatophor parietalis; pyrenoidum et nucIeus cen-

trale; stigma juxtaapicem positum: vacuolae contractiles 2 in apice cellulae 

positae: flagella 2，田H叫alongiora; 19. 26 micr.， It. 18 micr. Hab. in planc-

ton lacus in valle fl. Sungari prope oppidum Harbin， Manchuria borealis， 
China. 

29. Pleromo1ls8 t，匂uetrasp. nov. Plate 2， fig. 29 
Cell叫afronte visa su加Ivata，parte anterior conica， lateribus convexis， 

parte posteriore trun国ta，3-dentata， dentibus rotundatis， a latere et ver-

ti白 visaovalis， constricta: apicibus r配urvato-rostratis:membrana hyaIina， 

firma: cytoplasma ovalis， fronte rotundata， apice acuta intra membranam 
libera ad membranam parte anteriore affixa: chromatophor parietalis: pyre-

noida 4; nucIeus centralis; stigma anteriore affixa; chromatophor parietalis: 

pyrenoida 4; nucIeus centralis; stigma juxta apicem positum: vacuolae con-

tractU田 2in api四 cellulaep由itae;flagella 2，田Ilulalongiora; Jg. 15 micr.， 

lt. 11 micr. Hab. in stagno prope oppidum Harbin， Manchuria bor，回Iis，

China. 

摘要

中国東北区 (1日満洲〉恰爾賓で採集した緑藻 Phacotaceaeの Pteromonas

属の29種について記載した。そのうち， 4種は既に発表したものであるが， 23 

種は新種， 2種は新名称である。種への検索表と各種の記載図をつけてある。

(野田光蔵〉
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Illustrations 

PLATE I 

Fig. 1. Pter，仰 lonasrotundata sp. nov. 
2. P. simplex sp. nov. 
3. P. obtusa nom. nov. 
4. P. 
5. P. 
6. P. 

7. P. 
8. P. 
9. P. 
10. P. 
11. P. 
12. P. 
13. P. 
14. P. 
15. P. 

cornuta Skv. 
mcurva nom. nov. 
nasuta sp. nov. 

mitra sp. nov. 
punctata sp. nov. 
vernale sp. nov. 
conspersa Skv. 
acuta sp. nov. 
rhomboides sp. nov. 
bicorniculata sp. nov. 
rugosa sp. nov. 
oblonga sp. nov. 

PLATE 1I 

Fig. 16. Pteromonas korschikoffi Skv. 
17. P. subcordiformis sp. nov. 
18. P. angulosa Lemm. var elongata Sk". 
19. P. Inclsa sp. nov. 
20. P. undulata sp. nov. 
21. P. cylindrica sp. nov. 
22. P. armata sp. nov. 
23. P. spinosa sp. nov. 
24. P. rotantes sp. nov. 
25. P. caudata sp. nov. 
26. P. planctonica sp. nov. 
27. P. longicollis sp. nov. 
28. P. foliosa sp. nov. 
29. P. triquetra sp. nov. 
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PlaL. z 
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本邦産土壌藻類 Leptosiraterricola 

(TIRISTOL) PRINTZについて$

広瀬弘幸柿，秋山 優問

H. HIROSE柿 andM. AKIYAMA判*: Notωon a Japan飽eSoi1 Alga， 
Leptosira te"icola (BRISTOL) PRINTZ 

特異な土壌藻類のひとつとして知られている Lゆtosiraterricola (BRIS-

TOL) PRINTZは19.却年に BRISTOL，B. M.2)女史により，はじめてイギリス

の土壌から得られ， G仰 grosira属に所属する 1新種として記載された緑藻類

である。その後，本藻の出現については， 1939年 SINGH，R.N.町および1961年

SAXENA， P. N.4)により，いずれもインドの水田土壌からの材料について報告

されている。さらにその後1964年 PRINTZ，H.勾によって，本藻の分類学的な
位置についての検討が加えられ LePtosira属として扱うぺ〈提唱された。

すでに筆者の一人秩山1)は，本藻の本邦における出現と，その生態につい

ての一部を報告したのであるが，今回さらにその後の調査による，本藻の本邦

における分布と，その詳細な分類学的な記載とを報告する。

Lep白siraterricola (BRISTOL) PRINTZ 1964 

PRINTZ (1964) Die Chaetophoralen der Binnen酔wasserEine system-

at恥heUbersicht. Hydヤobiol，曜 'iaXXIV， P. 264， Tab. LXXIV， 4-6 and 
Tab. LXXV， 1-3. Syn. Gongrosira terricola BRISTOL2) 1920. 
Vegetative structu四:藻体は10-30細胞より成る，不規則に分枝する糸

状体で，地上部，地下部，仮根などの体制上の分化はみられない。環境条件の

差異により，沢山の細胞からなる比較的発達した糸状体を形成する場合と，数

・本研究の一部は文部省絵合科学研究費課題番号ω84による。
柿神戸大学理学部生物学教室
De伺rtm阻.tof Biol畑町， Faculty of Sciel鴎， Kobe University， Kobe Jap佃.
判事島根大学教育学部生物学教室
Department of Biology， Faculty of Edu国tion，泊im加.eUniversity， Ma匂ue，Ja開n.
The Bulletin of 1a凹ne.!抱 S∞ietyof Phy∞logy Vol. XV. No. 2， August 1967 
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組j胞どまりの発達の悪い場合とがあり，極端な場合には，個々の細胞が分離

し，いわゆる coccoidalな体制を示す場合もみられる (Fig.1， C)。このような

形態は，特に古い培養状態のもとでしばしば認められる。

D3 D4 

第1図 Leρtosira terricola (BRlSTOL) PRINTZの栄養糸状体の変異 (A-C)と細
胞形態の変異(D，-D，).説明は，本文中.A-C， Ca. x 500; D， -D. Ca. x 1200. 

細胞は，発達した糸状体を形成するものでは，楕円形あるいは円柱状であ

るが，一方 coccoidalな状態のものでは，ほとんど球形に近U、(Fig.1， D4)。葉

緑体は薄板状で，各細胞に 1個宛みられ，細胞内壁に沿って位置している。不

明瞭なが ら l 個の pyrenoid を有する。通常 ， 細胞の中央部付近に 1~数個

の顕著な液胞が認められる。

細胞の大きさは，1O~30μ(長) x 1O~20μ( 巾〉。

本藻の栄養体特に分校状態，細胞の外形などについては，環境条件の差異

により著しい変異性を示す。この点で，本藻の近似種であるL.terrestris， L. 

obovataなどとは，これら相互間の種間形質差異についての，培養観察あるい

は統計的な比較検討による充分なi1今味が必要のように思える。

Reproduction:本藻の zoospore形成についてはすでに BRISTOL2)(1920) 
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によって認められているが，これについての詳細な記載が与えられていない。

筆者達の観察では，その形成は，ほとんど年聞を通じて認められた。本藻の

z∞sporangiumは，球形ないしは楕円形で，端生あるいは介生的に形成され，
それぞれ32-64個位のzoospor田を充実している。本藻のz∞S卯reの形態は，
細長い水滴形で， 2本の等長のぺん毛を端生し， 1個の眼点が，細胞上半分中

に位置する。 1個の薄板状の葉緑体を有するが， pyrenoidは不明瞭である。細

胞膜はなしいわゆる Prot田iphontype CSTARR，6) 1955)のものである。(第

2図， Al-AS)運動の様式として，らせん状に回転前進するのが認められた。

また本藻では Z側関reのほかに捌卸価抑Ireの形成が稀に認められる。本藻

の aplan由porangiumの形態は， zoosporangiumと同様であり， 16-32個位の

球形の aplan凶por，田を形成する〈第2図， B，. ，B2)。本藻の無性的な増殖法と

しては，これらのほかに，藻体から遊離した cc悶 oidalな細胞からの直接の発

芽により，新しい糸状体を形成してゆくのが認められた。本藻の有性生殖につ

いては現在未知である。

Habitat: 今日までに調査された，本邦における本藻の生育地14地点につ

いてみると，その大部分が森林土壌であり，その樹相については，クロマツ林

アカマツ林，スギ林，カラマツ林や，カエデを主体とした雑木林など種々であ

る。一方高山地帯(北日本アルプス立山，ハイマツ帯)，あるいは火山灰地帯

〈島根県三瓶山麓草原Jなどのほかに，耕作地土壌〈ムギ，トウモロコシ畑〉
などからも検出されている。本藻の生育地の土質をみると，これまでの調査で

は， pH =4.4-7.6，電気伝導度=24-120pd/mg，全窒素量=0.156-2.670

mg/soillg程度の値を示している。

Community:本藻と混生して出現する他の藻類としては，緑藻類の Chlo-

rococcum， Stichococcus， Ourococcus， Hormidium， Scenedesmus， Cyl印-

drocystis， Mesotaenium， Zygogoniumなどがあり，また黄緑色藻額のMono-

dus， Botrydiopsis， Bumilleria， Monocil必など，珪藻類のEpithemia，Ni-

tzschiaなど，ラン藻類の Schizothrixなどが認められた。

Locality: これまでの調査から本藻の出現が認められたのは次記の14地点

すなわち，北海道(札幌， 1965年10月);本州(能登平床， 1964年8月;金沢，

1964年10月;立山， 19臼年8月;松江， 1964年10月及び1965年5月; 島根川

本， 19伍年1月;島根隠岐， 1965年5月及び1966年8月);四国〈高知佐川，

1964年8月;愛媛松山， 1966年5月);九州〈福岡， 19邸年11月;熊本， 1965年

8月〉である。本藻は北海道，本チ11，四国，九州!と本邦の全域にわたってお
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り，この点で Fritschz.ellatuberosa IYENGARなどの土嬢藻とともに，極め

て分布域の広範な種頒のひとつと考えられる。

A3 

B2 
第2図 Leptosira terricola (BRISTOL) PRINTZの遊走子のう (Al.A，)と
遊走子 (A，).およひ.不動胞子のう (B1)と不動胞子 (B')oAl.A'，
Bl. Ca.x1500o A3. B，. Ca.x2500。

R白ume

A newly found terrestrial green alga. Lettosira terricola CBRISTOL) 

PRINTZ from ]apan is described with its diagnosis. habitat and Jocalities 

as follows. 

Diagnosis: ThalJi minute. 0.5-2 mm in diameter. composed of irregu-
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lむlybr加 ched，山首悶iatefilam回.tswhich are not diff，町四1tia総dinto rhizo-

i也1，p~借住a出19， and proj民.tingsyst，回18.ωlsglo以国 toelIiptical or fre-

quently cylir前回1，10ー加μlong，10-20μind泊metぽ.Ea油田H∞ntainsa 
parietal laminate chJoroplast wi白 asingle pyr四oid.Re戸叫uctionis always 

a駆 uallycarried out by m甜 1Sof Z∞開問 andaplan国阿国.Z蹴卯r田 are
spindle sh包pedwi出 roundedp由ierior回.ds，恥aringtwo flagella of equal 

length. zoos卯Ire∞ntainsan ey'巴S卯tI∞ated in the up阿 halfof a ce11 and 
a single parietal laminate chJoroplast， 5-8μin 1，四民h，2-3μindiameter. 
Habitat: Terr田irialon various soi1s such部 cultivatedsoil， for，田tsoil 
and alpine田辺 (pH=4.4-7.6:el民tric∞nductivity= 24-120 P(J I cm: total 
M仕ogen=0.156-2.670mg/soil Ig). 

L侃叫ity:Hokkaido (Sapporo， Oct. 1965) Honshu (Noto， Aug. 19臼:
Kanazawa，白t.1964: Mt. Tateyamaya， Aug. 19臼:Matsue， Oct. 1964 & 

May 1965: Mt. Sanbe Sept. 19臼:Shirnane Oki， May 1965 & Aug. 1966: 
Shirnane Kawamoto Jan. 1965): Shikoku (K吋liSagawa， Aug. 1964: Ehime 
Matsuyama， May 1966): Kyushu (Fukuoka， Nov. 1965: Kumamoto， Aug. 

1965). 

Literature cited 
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ウシケノりとフノリノウシゲの

附着器官について

福原英司吻

E. FUKUHARA: On the holdfast of Bangia fusco-tUゆ'urea(DILLWYN) 
LYNGB.姐 dB. gloioteltidico[a TANAKA 

まえがき

田中によれば，日本産Bangia属には4種類が知られているが，そのうち

1種類は淡水産であり，もう 1種類は台湾産であるから，現在の日本沿岸には

ウシケノりとフノリノウシゲの2種類が分布していることになる。

この両種は北海道沿岸の各地にも分布し，特にウシケノリは着生眉の巾が

広<，量的にも多いだけでなし生育期間も長い。また，主として日本海沿岸

ではウ vプルイノリと混生し，年によってはウップルイノリがほとんど生育し

ないでウシケノリが飛抹帯の大部分を占めることもあるのでイワノリの害敵生

物として，産業的にも注目されるようになった。

一方，フノリノウシゲは量的にも極めて少なしその生育期間も非常に短

いので，産業的に問題となることはない。

ところが両種の性質で非常に興味あることは，ウシケノりは海岸の岩石や

木材に良〈着生し，稀に海藻にも着生するが，フノリノウシゲではフクロフノ

リ以外のものに着生することがないことである。

そこで，筆者はその原因を知るために両種の附着器官と糸状体から放出さ

れた胞子の初期発生を観察して生態学的に，あるいは分類学的にも興味ある知

見を得ることができたので簡単に報告する。

材料と実験方法

ウシケノリの附着器官はそのまま側面から，フノリノウシゲでは基物であ

るフクロフノリを横断していずれも顕徴鏡で観察した。

事北海道区水産研究所
The Bul1etin of Japan鴎Societyof Ph旅:ologyVol. XV. No. 2， August 1967 
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また，両種とも糸状体をつくって，それから放出された胞子の初期発生を

観察し，また，その発芽体に海水を流して流失率を比較した。

A.ウシケノリ

結果と考察

1. 附着器官の観察

ウシケノリの附着器官については，すでに遠藤，岡村，稲垣，田中その他

によって報告され，外国でも Taylorその他によって図示されているd

筆者の観察結果もそれらの諸報告と同様で，特に新しい知見はなく，附着

器官が第1図Aのようになっていることを確認するにとどまった。

B.フノリノウシゲ

フノリノウシゲの附着器官は問中による観察結果だけであるが，同氏の図

示したものは最下端部が欠けているので，筆者はその点を特に注意して観察

し，非常に興味ある知見を得ることができた。すなわち，第1図Bに示したよ

うに，ウシケノリでは根様糸の長さは頭部の却倍以上であるのにたいし，わず

か5-6倍で，その細胞数も10個以下でウシケノリよりもはるかに少ない。ま

た，特に重要なことは，ウシケノリが頭部をはなれると，ほとんど同じ太さで

あり，また分岐することもないが，フノリノウシゲでは下端部が太<.丸みを

おび，多くのものは文状に，少数のものは3又状に分岐している。次にウシケ

ノリでは根様糸細胞と葉体の皮膜の下端部は，ともに基物に着いているが，フ

ノリノウシゲではフクロフノリの組織内で皮膜は根様糸細胞の下端部まで遣し

ていない。

2. 初期発生の観察

A.ウシケノリ

昭和40年8月21日に余市産ウシケノリの果胞子で糸状体をつ〈り 8月13日

に胞子の放出がはじまり，スライドグラスに落ちたものは，はじめは不定形で

あるが.4-5時間後には第2図A-aのように球形となり .10時後にはA-b

のように Discを形成し，少数のものはA-cのような形となった。 24時間後に

はA-dのような2細胞の発芽体となり .48時間後には大部分のものがA-eの

ような4細胞となった。

なお，小石，板，フタロフノリ，アオサ等を基物とした場合も同様であっ

た。
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Fig.~. Ba剖開rtof Bangia， show泊19rhizoid fonnation. 
A. B. fi師。ーμ吹仰rea B. B. gloioteltidicola 

B.フノリノウシゲ

a. スライドグラスその他を基物とした場合

昭和40年2月14日に余市産フノリノウシゲで糸状体をつくり 11月17日に

胞子の放出がはじまり，スライドグラスに.落ちたものはウシケノりと同じよう

に，はじめは不定形であるが， 4-5時間後には第2図B-aのように球形と

なるが，その後は5-10日聞をへても 2分割がはじまらない。ただ極めて少数

のものはBのbやcのようにスライドグラスとの接点に突起を形成するものが

見られたが， 30日以上をへても 2分割したものは見られなかった。

なお，小石，板，アオサあるいは故死したフクロフノリを基物としたもの

もスライドグラスの場合と同様であった。

b. 生きているフクロフノリを基物とした場合
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2-aと同じ胞子を生きているフクロフノリに落した場合， 24時間後には

フクロフノリに接している部分に突起が形成され， 48時間後にはフクロフノリ

の表面に穴をあけ，それと同時に色素体も基部にむかつて突起ができる。それ

から，突起は次第に大きくなり，つづいて2細胞， 4細胞の発芽体となる。

eην
一c

ハ
ば
d2
9一b
cb 
G
a
ハキ

ciミ~ 4 b 
C d 

Fig. 2. Early germlings of Bangla 
A. B.ルsco-μゅurea.$凹reand its g揖rmlingson a slide glass. 
B. B. g[oioteltidico[a. spore and its germlings on a slide glass. 
C • B. g1oiopeltidicola. $pore釦dits germlings growing on a living 
Gloioμ!/tis furcata. 

3. 胞子の流失実験

1と2の材料を基物についたまま，しかも 2分割をしない前に，パットか

ら外へ出し， 10民のピペットで， 3cmの高さから海水を落した結果，ウシケノ

リの各基物についた胞子や，生きているフタロフノリについたフノリノウシゲ

の胞子は数回くりかえしても流失率は10;杉以下で，なかには流失するものが，

ほとんど認められないものもある。これに対しスライドグラスその他についた

フノリノウシゲでは海水を一度落しただけで，胞子は全て流失した。
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以上の観察によって，ウシケノリとフノリノウシゲは同じ属でありながら

初期発生の型や附着器官の構造に顕著な差のみられることは非常に興味ある問

題であると考えられる。

田中は両種を区別する基準として，ウシケノリでは「葉体は大きし 10cm

に達する」とし，フノリノウシゲでは「葉体は小さく， 10c皿に達しない，そし

て epiphyticである」としている。しかし，詳しく調べてみると，稀ではある

がウシケノりにもフクロフノリに着いているものがみられ，特に，幼体の場合

には両種を区別することが困難であった。したがって，両種を区別する基準と

しては附着器官の構造，特に根様糸細胞の形が最も確実で，未成熟の小さいも

のでも容易に区別することができる。

また，ウシケノリの附着器官の構造及び初期発生の型が近接の POゆhyra
属のアサクサノリ，スサピノりその他大多数のアマノリと基本的に同ーの型を

示しフノリノウシゲがオオノノリと共通しており，このような特殊の構造の

ものが両属に 1種類ずつ存在することは，分類学的にも非常に興味深いことで

ある。

なお， Taylorはウシケノリの他にB.ciliari・sの附着器官をも図示してい

るが，同種をBangia属に同定することは明らかに誤りで，Erythrotrichiaあ

るいはその他に属すべき種類と考えられる。

したがって，Bangia属の附着器官の構造と胞子の発生様式には Di託oid

type (ウシケノリ型〉と Penetratedtype (フノリノウシゲ型〉の2型に区別す

ることができる。

次に生態学的な問題として，フノリノウシゲはなぜ石や木に着生しないか

ということは，その特異な発生型によって説明することができる。しかし，フ

クロフノリ以外の海藻に着生しないことは，オオノノリがツノマタ属その他の

特定の種類に限って着生することと同様に興味あることであるが，理由は明ら

かでなく，今後の検討にまたなければならなU、。

要 約

日本沿岸産のBangia属にはウシケノリとフノリノウシゲの2種類が知ら

れているが，両種の附着器官と胞子の初期発生とには著しい相違がみられ，

Discoid typeと Penetratedtypeとに区別される。また，両種を区別する基準

として附着器官の構造を採用することが適当である。
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Summary 

In the genus Bangia two species have hitherto民enreport吋 fromJapan， i. e. 

Bangia fusco-purpurea and B. gloioteltidicola. They differ greatly from each other 

in the structure of hOldfast， as well鎚 inthe m吋eof germling in early stage. 

In ∞nclusion， it髭emsto the writer that the mode of early germling should be 
divided into two ty戸弘 di氏。id-and penetrated type. Besides， the structure of the 

holdfast can be used for the criterion to classify the species. 
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広瀬弘幸'・秋山 優紳

H. HIROSE* and M. AKIYAMA紳 AReview of Aerial and Soil Algae m 

DIVISION CHRYSOPHYTA 

Class Xantophyceae 

Order Heter目白:cales

Family Pleur∞hlorida田ae

Bo仕ydiops包 BORZI，1889. B. arhiza， BORZI， B. anglica FRITSCH et 

JOHNなどが知られている。本属中 B.minor (S::HM.) CHOD.は STARR

(1955)により Bracteacoccusに編入された。

Chlor田I個terPASCHER， 1929. C. terrestris PASCHERが知られてv、
る。また C.solani GEORGEが potatoの中から分離されている。

Pleur舵:hlorisPASCHER， 1925. P. commutata PASCHERをはじめ，

P. terrestris FRITSCH et JOHN， P. acidiothila FRITSCH et JOHN， P. 
anomola JA阻 Sなどが知られている。

V包cheriaPASCHER， 1937. V. stellata (CHuD.) PASCHERが知られ

ている。

Polyedriella PASCHER. 1937. P. stellata VISCHER et PASCHERが

知られている。

この他，本科に所属するものとして，k.onodus subterraneus PETERSEN， 

.&. acuminatus (GERM.) CHOD.， Characiotsゐ heering:向naPASCHER， C. 

m伽utaBORZI， Heterococcus chodatii VISCHER， H. caestitωus VISCHER 

事 神戸大学理学部生物学教室
Depart冊目tof Biology， Fa，αJlty of Science， Kobe University， Kobe， Japan. 
" 島根大学教育学部生物学教室
I国titu飽 ofBiology， F，釘凶tyof Edl凪 tiω，Shim姐eUniversity. Matsue. Jap;組.
"・本研究の一部は.文部省総合科学研究課題番号4泡4による。
Tbe Bul1etin of Ja開館賠Societyof Phy，ωIlogy Vol. XV. No. 2.August 1鮪7
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などが知られている。

Order Heterotrichales 

Family Tribonemata白 ae

Bumil1世iaBORZI， 1895. B. sicula BoRZI， B. exilis KLEBSなどが

あり土壌中から知られている。

Bumilleriopsis VISCHER， 1936. B.:1うetersenianaVISCHER et PASCHER 

が知られている。

この他，Heterothrix quadrata PASCHER， Tribonema bomby.α・num

(AG.) DERB. et 50L.などが知られている。

Family Monociliac閣 e

Monoci1ia GERNECK， 1907. l¥t... flavescens GEI~N. ， M. viridis GERN. 

などが知られている。

Order Heterosiphonales 

Family Botrydiaceae 

Botrydium W ALLROTH， 1815. いわゆるフウセンモとよばれているも

ので，畑地や水田のあぜ道などに多量にみられる。本邦産のものは大部分 B.
granulatum (L.) GREV.であるが，この他にも B.wallrothii KUETZ.， 

B. tuberosum IYENG.， B. di・.visumIYENG.などが知られている。

Family Vaucheriaceae 

Vaucheria DECANDOLLE， 1803. いわゆるフシナシミドロとよばれて

いるもので，水田や溝などにみられるほか，あぜ道，畑地などにも多量にみら

れる。ス部分のものでは，水中と陸上とのいずれにも出現する。土壌表面にも

生育するものでは，厚膜の hypnosporeを形成することが知られている。 v.
hamata (VAUCH.) DC.， V. aversa HASS.， V. terrestris (VAUCH.) DC. 

など数種が土表面にもみられている。

Class Chry田phy白ae

この綱のものについては，従来ほとんど知られていないが， FRITSCHと
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JOHN (1942)は，未同定の 3種を Chrysophyceae1， JI， m，として記載し
ている。今後の研究により次第に明かにされてゆくものと思われる。

Order Chrys配apsales

Family Chrys配apsaceae

m僧凹hηsisPASCHER， 1931; emend. BOURRELLY， 1957. G. tuげosa
(PASCHER) BOURRELLYが知られている。

Class Bacillariophyceae 

珪藻類は湿潤な土壌表面に多量に出現し，時とすると肉眼的な大きさの黄

褐色あるいは茶褐色の斑点状のコロニーを形成することがある。ここでは主に

BRISTOL (1920)および PETERSEN(1931)の調査により明かにされた種の

一部を列挙して，土壌珪藻フロラの一部を紹介する。

Order Pennales 

Family Tabellariaceae 

Tabellaria EHRENB.， 1剖o.T. flocculosa KUETZ. 

Family Fragilariaceae 

Fragilaria LYNGB.， 1819; emend.， RABENH.， 1864. F. virescens RALF. 

var. exigua GRUN. 

Synedra EHRENB.， 1830. S. radians KUETZ. 

Family Eunotiaceae 

Eunotia EHRENB.， 1837. E. exigua BREB. var. lunata A. MAYER， E. 
gracilis (EHRENB.) RABENH.， E. imtressa EHRENB. etc. 

Family Achnanthaceae 

Achnanth回虫】RY，1822. A. linearis W. SM1TH， A. coarctata BREB. 

var. ellittica KRASSK. 

Family Naviculaceae 
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Navicula BoRY， 1822. N. atomus (NAEG.) GRUN.， N. tlacenta 
EHRENB.， N. borrichii PETERSEN etc. 

Pinnularia EHRENB.， 1840. P. acrosthaerz.a BR企B.，P. attendiculata 
AG. P. hem砂tera(KUETZ.) CL.， P. tarva (GREG.) CL. var. lagerstedtii 

GL. fa.仰terruttaPETERSEN etc. 

Caloneis CLEVE， 1894. C. fasciata CL. 
Neidium PFITZER， 1871. N. affine EHRENB. var. amthirhynchus 
EHRENB. 

Diploneis EHRENB.， 1844. D.ωalis HILSE var. oblongella NAEG.， 

D. ellitUca (KUETZ.) CL. 

Sta町'OneisEHRENB.， 1843. S. ancets EHRENB. var. amthic，ゆhala

(KUETZ.) CL. etc. 

Frustulia AG.， 1824; emend. GRUNOW， 1865. F. uitrea STRUP.， F. 
vulgaris THW. 

Family Gomphonemataceae 

Gomphonema AG.， 1824. G. gracile EHRENB. var. naviculea W. 

SMITH， G. tarvulum KUETZ.， G. subclavatum GRUN. 

Family Cymbella，白ae

Cymbella AG.， 1830. C. gracilis RABENH.， C. naviculiformis AUERSW. 
Amphora EHRENB.， 1840. A. normani RABENH. 

Rhopalodia O. MUELL. 1895.， R. gibberula (KUETZ.) O. MUELL. 

var. troducta GRUN. 

Family Nitzschiaceae 

Nit四chiaHASS.， 1845. N. communis RABENH.， N. debilis (ARNOTT) 

GRUN.， N. kuetzingiana HILSE， N. talea W. SMITH etc. 
Hantzschia GRUN.， 1880. H. amthioxys (EHRENB.) GRUN. var cati-
tata PANT. H. amthioxys var. xerothilia GRUN. 

Family Surirellaα~e 

Surirella TURPIN， 1828. S. constricta EHRENB.， S. tin加 taW. 
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SMITH， S. linearas W. SMITH var. elliptica O. M. 

る。

Class Cryptophy目前

この綱のものとしては，従来パノレメロイド型のものが 1例知られている。

Order Cryptomonadales 

Family Phaeocapsa白ae

Pha細沼町田BoHZI，1892. P. clementi BoRZI，が土壊から知られてい

DIVISION CVANOPHYTA 

Class Myxophy，田ae

Order Chrα氾ぽ氾ales

Family Chroooα羽白ae

Chrω即 C回 NAEG.，1849.湿潤な土壌，岩，樹皮などの表面にしばしば

みられる。 c.m仰utus(KUETZ.) NAEG.， C. turgidus CKUETZ.) NAEG.， 
C. cohaelens (BREB.) NAEG.， C. varius A. BR.など15種程が知られている。

Gl例町a開aKUETZING， 1843. G. aurata STIZ.， G. montana KUETZ.， 

G. alPina NAEG.など15種程が知られている。福島博 (1959)によると，南

極のEastα19u1島の土壌表面からもこの属のものが知られている。
Aph即時姐，psaNAEG.， 1849. 湿潤な地上，岩，樹皮などにみられる。 A.
biformis A. BR.， A. montana CRAM.， A. muscicola (MENEGH.) WILLE， 

A. littoralis HANSG. var. macrococcum HANSG.などが知られている。

Aphanothe偲 NAEG.，1849. A. microscoPica NAEG.， A. nidulans P. 
RICl王T.，A. saxicola NAEG.などが知られている。福島(1959)によると，

南極のEastOngul島の土壌表面からもこの属のものが知られている。

Synecb“mα刻sNAEG.， 1849. S. elongatus NAEG.， S. aerugin仰 tS
NAEG.， S. cedrorum SAUVAG.などが知られている。

Gl側拘ItheceNAEG.， 1849. G. Iinearis NAEG.， G. rupestris (LYNGB.) 

BoRN.， G. samoensis WILLEなどが知られている。

このほか本科に所属するものとしては A加 cystismontana (LIGHT.) 

DROU. et DAILY， 1凶crocystismarginata (MENEG.) KUETZ.， 0似芯何hlcwis
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stagnina SPRENG.， C. elabens (BREB.) DROUET et DAILY， Dactylococco・

tsis rhaρhidioides HANSG.などが知られている。

Order Chamaesiphonales 

Family Dermocarpa田ae

Dermocarpa CROUAN， 1858. D. hemisthaeria SETCH. et GARDN.が

JHONSON (1962)により Papuaから報告されている。

Family Entophysalidaceae 

Chlorogl但 aWILLE， 1900. C. fritschii MITRAが，インドの土壊から

知られている。

白 derNost，配:al白

Family Osdllatoriaceae 

Oscillatoria VAUCHER， 1803.湿潤な土壌表面，樹皮上などに多量にみら

れる。 O.formosa BORY， O. geminata MENEGH.， O. amthibia AG.，ο. 
sancta (KUETZ.) GoM.なと30種程が土壌表面などから知られている。

Phormidium KUETZ.， 1843. Oscillatoriaなどと共に多数のものが土壌

中に生育している。

P. autumnale (AG.) GOM.， P. tenue (MENEG.) GOM.， P. fragile 
(MENEG.) GoM. など30種程が知られている。

Lyngbya AGARDH， 1824. L. kuetzingii SCHMID.， L. rubida FREMY， 

L. ceylanica WILLE， L. connectens BRUHL. ex BISW.， L. truncicola GHOSE 
など20種程が知られている。土壌，岩などのほかに，アカシア，ガジ品マル，

ゴムなどの樹皮上からも知られている。

Symploca KUETZ.， 1843.この属のものは，土壌表面に大形のコロエーと

してみられることが多い。 S.muscorum (AG.) GOM.， S. kieneri DROUET， 

S. hydnoides KUETZ.， S. laete-viridis GoM. など10種程が知られている。

Micr舵 :oleusDESMAZIERES， 1823. .M. vaginatus (VAUCH.) GoM.， M. 
taludosus (KUETZ.) GoM.， M. acutissimus GARDN. など数種が知られて

Schizo泊町ixKUETZ.， 1843. S. tuゆurascens(KUETZ.) GoM.， S. aren-
aria (BERK.) GoM.， S. acutissima DROUETなど15種程が知られている。
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Crinarium CROW; 1927. C. magnum FRIT8CH et JOHNが，英国および

イシドの土壊から知られている。

このほか本科に所属するものとしてPorphyrosiphonnotarisii (MENEG~) 

阻JETZ.ex GOM. Polychlamydum varium GHOSE， Arthrostira sp仇eli:仰・

ides GHOSE var. tenuis (SINGH.) D3SIK.， Spirulina major KUETZ. ex 

GOM.， Hydrocoleus homoeotrichus KUETZ.， H. comoides (HARV.) GOM. 

などが知られている。

Family Nost，α沼町田

Anabaena BORY， 1822. 湿潤な土壌表面にみられる。 A.gelatinicola 

GHOSE， A. i:畑 equaris(KUETZ.) BORN. et FLAH.など10種程が知られて

U、る。

Nost即 VAUCHER，1803. N. commune VAUCH. イシクラゲなど湿地上

にみられるものもあるが，また岩上，樹皮上などにも認められる。このほか，

N. Paludosum KUETZ.， N. Pisci仰 leKUETZ. ex BORN. et FLAH.， N. 

link必 (ROTH)BORN. ex BoRN. et FLAH.， N. minutum DE~MAZ. なと

却種程が知られている。

Cylindr，個.permumKUETZ.， 1843. il是潤な土壊表面などに粘質の肉眼的な

コロニーを形成する。胞子を形成していないものはAnabaena ~こ類似する。

C. muscicola KUETZ.， C. majus KUETZ.， C. gorakhPurense SINGHなど

10種程が知られている。

Aul個 iraKIRCH.， 1878. A. pseudoramosa BHARADW.などが知られて

u、る。

Nodularia MERTENS， 1822. N. ha仰の'ana(THWAIT.) THURET， N. 

sphaerocarta BoRN. et FLAH.などが知られている。

Family Scytonemata由民

Scytonema AGRDH， 1824. 本属の種類は，岩上あるいは土壌表面に大形

の肉眼的なコロユーを形成する。 S.hofmannii AG. ex BoRN. et FLAH.， S. 

ampleum W. et G. S. WEST， S. mirabile (DILLW.) BORN.， S. badium 
WOLLE， S.ωllatum KUETZ. ex BORN. et FLAH. など30種程が知られて

v、る。
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Tolypothrix KUETZ.， 1843. T. tenuis KUETZ. fa. terrestris PETERSEN， 
T. ravenelii WOLLE， T. fragilis (GARDN，) GEITL.など10種程が知られて

いる。

Microchaete THURET， 1875.岩上などによくみられる。 M.tenuissima 

W. et G. S. WEST， M. uberrima CART. M. tenera THURETなどが知ら

れている。

Plecto置lemaTHURET， 1875. P. nostocorum BoRN.， P. battersii GoM.， 

P. hansgirgii SCHM.などが知られている。

これらのほかに本科に所属するものとして白mPtylonemopsisiyengarii 

DESIK. などが知られている。

Family Stigonemataceae 

本科の藻類も大部分 Scytonemaなどと共に，大形のコロニーを形成する

が，土壌から培養により分離されたものもある。

Stigonema AGARDH， 1824. 土壌表面に比較的大形のコロニーを形成す

る。 S.hormoides (KUETZ.) BoRN. et FLAH.， S. m伽utum(AG.) HASS. 

ex BoRN. et FLAH.， S. ocellatum (DILLW.) THUR. ex BORN. et FLAH. 

など10種程が知られている。

Fischerella (BORN. et FLAH.) GoM.， 1895.土壌，樹皮上などにみられ

る。 F.ambigua (NAEG.) GOM.， F. major GOM.， F. epiphytica GHO~E， 

F.muscicola (THURET) GoM.などが知られている。

本科に所属するものとしてこれらのほかに Hapalosiphonflagelliformis 

(SCHM.) FORTI， lt estiellopsis prolifica J AHNT，ωmPtylone仰向dicum
SCHM.などが知られている。

Family Rivulariaceae 

Calothrix AGARDH， 1824. C. fusca (KUETZ.) BoRN. et FLAH.， C. 

braunii BoRN.， C. pm官tinaTHURETなどが湿潤な土壌から知られている。

Dicothrix ZANARDINI， 1858. D. fusca FRITSCH が湿潤な岩上にみら

れている。

Rivularia ROTH， 1799; emend. AGARDH， 1812. R. beccariana (DE 

NOT.) BoRN. et FLAH.， R. hansgirgi SCHM.などが知られている。
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DIVISION RHOOOPHYTA 

Class Rhodophy，α泡e

Sul)class Bangiophycid回e

白derBangial田

Family Porphyridia白 ae

115 

Porphyridium NAEG.， 1849.いわゆるチノリモとしてよく知られてい

る。有機質の多い土壌表面に暗赤色の粘質の大形コロニーを形成する。 P.cru-

entum (SMITH et SOWER.) NAEG.， P. aerugl伽eumGEITLERが知られて

v、る。

これらの他に紅藻類としては，Chroothece r;chterianum HANSG.， C. 

mobilis PASCHER et PTEROVA， Phragmonema sordiadum ZOPF.などが

知られている。またこのほか Bostr;ch;a，Caloglossaなどがしばしば生育水

域からはなれた，かなり高い所の乾いた岩上などに生育していることが知られ

ているが，これらは，これまでに述べた気生藻あるいは土壌藻とは多少趣を異

にするのでここでは略する。

R白ume

A histぽi回1sketch of the studi田 onthe aerial and soil algae is given 

in白isreview together with a catalogue rai回nneof the genera ∞n田med
and也eir出回lplaryspecies. 

In the回rlyyl回rsof the twentieth白川町y，FRITSCH (1907)， ESMARCH 
(1910， 1911)， PETERSEN (1915， 1931)， CARTER (1919)， BRTSTOL (1920) 

ando出.ers∞ntributedmuch to 0町 knowledgeon the algal ∞nstitu四tsof 
回目 comm叫 ties.

With regards to the methods ofaxenicωltures of aIgae， BEIJERINCK 
(18叩， 1893)， CHODAT (1900， 1903)，蔵丸D(1942)， STARR (1955)卸 d

o白問問卯rtedthe res叫tsof their studi田， which have strongly urged sub-

ぉqu回 tsh池田 of釦ilalgae. 

In Japan it is known very little yet a加utthe algal flora of the田ils.

MOLISCH (1926) is 出.epion配rof白estudy on the aぽialalgae in Japan; 

he studied白骨ciallyon Cephaleur白血dPhy，∞凶tis.Later， OKADA (1941) 
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investigated the soil algal vegetation of Mt. Hakkoda in Aomori Pref配 ture.

In the prl田entcatalogue raisonne are enumerated 162 genera of aerial 

and soil algae including 79 genera of Chlorophy，田ae，1 genus of Eugleno-

phy，自由， 14 genera of Xanthophy，白ae，1 gl凹 usof Chrysophy，白ae，19 genera 

of Bacillariophy'白ae，1 genus of Cryptophy，田ae，42 genera of Cyanophy，田ae，

and 5 genera of Rhodophya泡e.
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Records of Oceanographic Works 

in Japanへの扱稿について

121 

上記出版物は、海洋学一般および海洋水産学の分野における未刊行論文をつのっており

ます。論文は欧文で刷り上り20ページ以内ということになっています。第9巻2号の原稿

は目下募集中で、締切りは10月15日です。投稿御希望の方は、編集委員の一人であり、本

会会員の新崎盛敏氏(東大食、水産)に詳細間合わせの上、送付されるよう希望いたしま

す。

本会会員永井政次博士は，去る昭和41年11月22日，病気の為逝去されまし

た。謹んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会
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投稿規定

会員諸君から大体次の事柄を担11含みの上投稿を期待します。

1. 蕊額に関する小治文 (和文)， 綜説，論文抄録，雑録等。

2. 原稿掲載の取捨，掲裁のl限fF，体裁及び校正は役員会に一任のこと。
3. 別席IJの賞用は著者負担とする。但しIj'J(.ij文，綜説，総合抄主主に限りその50部分

の費用は学会で負担する。

4. 小行文，綜説，総合抄録は400字詰-涼稿用紙12汝位迄，其{自は向上6枚位迄を

限度とし図版等のスペースは此の内に含まれる。

尚小論文，綜説に限り，欧文題目及び本文半頁以内の欧文摘要を付けること， 欧文

は成るべく，英，独語を用いること。

5. 原稿は平仮名aり，横書と しなるべく 400字詰原稿用紙を用いること。

尚学会に関する通信は，函館市北大水産等部l植物学教室内本会庶務，会計叉は編集

幹事宛と し幹事の個人名は一切使用せぬよう特に注意のこと。

昭 和 42年度役員
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